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みんなと歩んだ100年

No.32
2023 JUL.

市民とあゆむ
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岡谷市議会新体制でスタート

【議　長】今井 康善【議　長】今井 康善 【副議長】小松　 壮【副議長】小松　 壮　今春の市議選は、定数割れ無投
票での当選結果となったことから
市民からの厳しい目に加えて全国
的にも注目されています。これまで
以上に岡谷市の発展と市民福祉の
充実に向け、さらに開かれた議会
を推進すべく「情報のオープン化」

「住民の参加」、「議会機能強化」に
重点を置き議会改革に真摯に取り
組んでまいります。

委員：土橋 　学　 上田 澄子　 花岡 健一郎　 田村 みどり部会長：中島 秀明　副部会長：藤森 　弘ICT推進部会

総 務
委 員 会

総 務 委 員 長：吉田 　　浩
総務副委員長：早出 すみ子
委員：今井 康善　 花岡 健一郎
　　　宇野 香二　 今井　 浩一

情報共有の徹底と公正な審査、
視察研修を重ね政策提言に取
組む。

社 会
委 員 会

社 会 委 員 長：山崎　　仁
社会副委員長：秋山　良治
委員：土橋　　学　 小松 　壮
　　　田村 みどり　上田 澄子

子育て世代支援や、障がい者
の自立に向けての施策の確立。

産 業
建 設
委員会

産 業 建 設 委 員 長：渡辺　太郎
産業建設副委員長：藤森　　弘
委員：酒井 　和彦　 中島 秀明
　　　笠原 征三郎

人が集う賑わいと活力溢れるま
ちを目指し、各委員が持ち味を
発揮！

常任委員会
岡谷市議会では、３つの常任委員会（総務委員会・社会委員会・産業建設委員会）を設置して
います。常任委員会では、所管する事項に応じて付託された議案、請願・陳情などを審査します。
また所管事項に関する調査を行います。

　副議長という大役を仰せつかりま
した。議長および新人議員の皆さま
を支え、議会運営が円滑に進むよう
サポートしてまいります。

【監査委員】中島 秀明【監査委員】中島 秀明

　市の発展、市民生活と福祉向上に
向けて正確性、合理性、合法性に配慮
して監査します。

議 会
運 営
委員会

議 会 運 営 委 員 長：笠原 征三郎
議会運営副委員長：花岡 健一郎
委員：山崎 　仁　 宇野 香二
　　　上田 澄子　 渡辺 太郎
　　　吉田 　浩
議会の運営や活動はもとより、
陳情・請願についても研究し
たい。
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令
和
５
年
度
新
体
制

一
般
質
問

６
月
定
例
会

一
般
質
問

特　
　

集

今井  康善今井  康善 秋山  良治秋山  良治 土橋  　学土橋  　学 花岡  健一郎花岡  健一郎

山崎　  仁山崎　  仁 小松　  壮小松　  壮 藤森　  弘藤森　  弘 宇野  香二宇野  香二

田村 みどり田村 みどり 酒井  和彦酒井  和彦 上田  澄子上田  澄子 早出 すみ子早出 すみ子

今井  浩一今井  浩一 渡辺  太郎渡辺  太郎 吉田  　浩吉田  　浩 中島  秀明中島  秀明 笠原 征三郎笠原 征三郎

活力ある未来をデザイ
ンし新たな価値を創る

魅力あるやまびこ、湖
畔、両公園の整備事業

活力ある人に寄り添う
やさしいまちを目指す

文化芸術をまちづくり・
人づくりの真ん中に

岡谷市民と共に進み、
市民の未来を実現する

産業振興と交流人口
の拡大に取り組む

医療・介護・子育て、
安心の岡谷市を！

議会の見える化に努め
市民と対話し共に進む

子育てしやすいおか
やを目指して！！

住みたい・住み続け
たい岡谷市を目指す！

同一労働同一賃金、教
育福祉従事者賃金向上

安全・安心＆幸福と彩
りのあるまちづくり！

三世代同居型社会を
目指す

誰もが輝き、 安心で
活力ある岡谷市を !

市民によりそい暮らし・
いのち・平和を守る

岡谷市の未来を市民
と共に考え、築きます！

戦争への道ではなく、
平和の道を皆で歩む

令 和
５年度

※順番は議席順です。
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AQ …議員の問い …市からの答え

質　問 議員名 ページ

長期に亘る物価高騰から幅広く市民の生活を守る施策は? 笠原 征三郎 4

ララオカヤと駅周辺のまちづくりについて 秋山　良治 5

今井市長から次期市長へ託したい思いとは？ 田村 みどり 5

地域福祉計画の推進は？ 花岡 健一郎 6

小中学校のＩＣＴ活用と情報モラル教育の現状は？ 吉田　　浩 6

岡谷市の不登校児童生徒の現状は？ 渡辺　太郎 7

投票率の向上対策と選挙公営の実施は？ 宇野　香二 7

小中学校の議会教育に関して？ 中島　秀明 10

少子化対策にもなる学校給食費無料化の実現は？ 上田　澄子 10

選挙公報の配布方法は？ 酒井　和彦 11

マイナンバーカードの交付率は？ 早出 すみ子 11

諏訪湖環境研究センター（仮称）の概要は？ 土橋　　学 12

ジョギングロード工事の進捗状況と今後の予定は？ 山崎　　仁 12

岡谷市民病院の経営状態は大丈夫か？ 藤森　　弘 13

「障害者による文化芸術活動」推進計画の策定予定は？ 今井　浩一 13

●議員が、市政全般にわたり、執行機関である
市に対して、事務の執行状況及び将来への方針
などについて考えや意見を聞き、報告、説明を
求めたり、質問をすることです。
年４回の定例会において行われ、議員活動の
根幹をなすものといえます。

●質問順は、“くじ”で決めています。

★各議員のQRコードから一般質問の録画映像を見ることが
できます。スマートフォン等からアクセスしてご覧ください。

一般質問

岡谷市公式チャンネル

令和5年
第3回定例会（6月）

ダイジェスト版ダイジェスト版

  

選
挙
公
報
の
発
行
に
つ
い
て

 

４
月
の
市
会
議
員
選
挙
は
「
定
数
割

れ
無
投
票
」
と
な
っ
た
た
め
選
挙
公
報

が
配
布
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
発
行
す
べ

き
で
は
な
か
っ
た
か
。

 

公
職
選
挙
法
及
び
選
挙
公
報
の
発
行

に
関
す
る
条
例
に
お
い
て
、
選
挙
が
無

投
票
に
な
っ
た
場
合
は
選
挙
公
報
の
発

行
手
続
き
は
中
止
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
今
回
の
市
議
選
で
は
選
挙

公
報
は
配
布
し
な
か
っ
た
。

 

期
日
前
投
票
の
割
合
が
増
え
て
き
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
今
よ
り
選
挙
公
報

の
早
期
配
布
は
で
き
な
い
か
。

 
告
示
日
（
日
曜
日
）
の
夕
方
に
原
稿

を
締
切
り
、
直
ち
に
業
者
へ
原
稿
を
納

め
、
月
曜
日
の
夕
方
に
は
選
管
に
納
品

さ
れ
る
。
そ
れ
を
選
管
で
、各
区
の
「
組
」

の
世
帯
数
に
仕
分
け
、
火
曜
日
の
午
前

中
に
各
区
に
届
け
て
い
る
。

　

こ
の
様
に
各
区
の
協
力
を
得
て
、
今

で
も
早
期
配
布
に
努
め
て
い
る
。

  

入
札
時
の
落
札
率
に
つ
い
て

 

こ
こ
数
年
の
入
札
時
に
お
け
る
落
札

率
が
、
か
な
り
高
い
数
値
に
な
っ
て
い

る
。
予
定
価
格
が
１
０
０
０
万
円
以
上

の
も
の
で
、
最
高
・
最
低
・
平
均
の
落

札
率
は
。

 

令
和
４
年
度
で
は
、
最
高
１
０
０
％
、

最
低
91
・
17
％
、
平
均
98
・
81
％
で
あ

る
。 

落
札
率
１
０
０
％
と
か
99
％
等
と
の

数
値
は
、
奇
跡
的
と
言
う
か
、
神
わ
ざ

と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

　

そ
こ
で
、
予
定
価
格
を
事
前
公
表
す

る
考
え
は
な
い
か
。

 

入
札
前
に
公
表
す
る
と
、
そ
の
価

格
が
目
安
と
な
っ
て
競
争
が
制
限
さ
れ
、

落
札
価
格
が
高
止
ま
り
に
な
る
こ
と
等

か
ら
事
前
公
表
は
考
え
て
い
な
い
。

笠原征三郎

物
価
高
騰
が
市
民
生
活
に
与
え
て
い
る
影
響
に
鑑
み
、昨
年
実
施
し
て
評

価
を
い
た
だ
い
た「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
」を
、昨
年
同
様
プ
レ

ミ
ア
ム
率
50
％
で
の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

長
期
に
亘
る
物
価
高
騰
か
ら
幅
広
く
市
民
の
生
活
を
守
る
施
策
は
？

入 

札

公正・公平の入札の実施を

A Q
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今
後
、
岡
谷
市
の
発
展
の
た
め
の
基

盤
と
し
て
、
さ
ら
な
る
内
容
、
機
能
の

充
実
を
期
待
し
た
い
。

  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

  

岡
谷
市
で
の
申
請
・
交
付
状
況
は
？

 

令
和
５
年
４
月
末
現
在
、
申
請
率

82
・
６
％
で
あ
り
交
付
率
は
70
・
８
％

と
な
っ
て
い
る
。

 

申
請
・
交
付
率
が
伸
び
た
理
由
は
？

 

国
が
行
う「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

及
び
令
和
４
年
度
に
岡
谷
市
独
自
で
実

施
し
た
「
オ
カ
ヤ
ペ
イ
ポ
イ
ン
ト
付
与

事
業
」
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

  

こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
世
帯

 

高
齢
者
世
帯
の
課
題
に
対
し
て
行
政

だ
け
で
対
応
は
で
き
る
の
か
？

 

高
齢
者
が
抱
え
る
一
連
の
課
題
に
対

応
す
る
に
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
す
べ

て
の
世
代
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、

自
ら
の
課
題
と
し
て
、
認
識
、
参
画
す

る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

私
た
ち
岡
谷
市
民
に
は
、先
人
た
ち
か
ら
受
け
継
ぐ「
産
業
の
集
積
」「
歴
史

と
文
化
」「
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
」な
ど
多
く
の
財
産
を
次
の
世
代
に
確
実
に

つ
な
い
で
い
く
役
割
が
あ
る
こ
と
。

今
井
市
長
か
ら
次
期
市
長
へ
託
し
た
い
思
い
と
は
？

 

今
井
市
長
、
４
期
16
年
の
市
政
運
営

の
中
で
、
印
象
に
残
る
施
策
と
は
？

 

数
多
く
の
施
策
、事
業
展
開
を
し
て
、

岡
谷
市
の
発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上
の

た
め
、
そ
の
す
べ
て
に
全
身
全
霊
を
か

け
、
全
力
で
傾
注
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
。
６
大
事
業
と
し
て
取
り
組
み
、
市

民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
支
え
、
健
康

で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
く

た
め
の
基
盤
施
設
で
あ
る
、「
岡
谷
市
民

病
院
」「
岡
谷
市
消
防
庁
舎
」「
諏
訪
湖

周
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」「
岡
谷
市
看
護

専
門
学
校
」「
岡
谷
市
蚕
糸
博
物
館
」「
岡

谷
市
美
術
考
古
館
」
の
整
備
が
印
象
に

残
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
、
６
つ
の
基

盤
施
設
が
そ
れ
ぞ
れ
持
つ
役
割
や
使
命
、

目
的
を
十
分
に
果
た
し
、
他
の
施
設
や

施
策
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
市
民

生
活
の
安
全
・
安
心
の
み
な
ら
ず
、
産

業
振
興
、
子
育
て
支
援
な
ど
、
幅
広
い

分
野
へ
効
果
を
広
げ
て
き
て
い
る
。

田村みどり

 

岡
谷
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
は
？

 

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
市
民

の
皆
様
と
の
対
話
を
重
ね
、
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
な
ど
の
課
題
な
ど
的
確
に

捉
え
な
が
ら
検
討
を
深
め
た
い
。

  

森
林
の
整
備
に
つ
い
て

 

森
林
の
整
備
状
況
は
？

 

水
源
か
ん
養
機
能
、
山
地
災
害
防
止

機
能
、
保
健・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
、

木
材
生
産
機
能
と
い
っ
た
４
つ
の
多
面

的
な
機
能
発
揮
の
た
め
の
取
り
組
み
を

行
な
っ
て
い
る
。

 

整
備
さ
れ
て
い
る
割
合
は
？

 

今
後
も
繰
り
返
し
行
う
必
要
が
あ
る

が
、
県
作
成
の
森
林
簿
に
よ
る
と
約
７

割
に
お
い
て
間
伐
・
除
伐
の
整
備
が
行

わ
れ
て
い
る
。

 

未
整
備
の
森
林
へ
の
対
策
は
？

 

森
林
所
有
者
に
よ
る
施
業
が
困
難
な

森
林
を
中
心
に
、
市
が
仲
介
役
と
な
り
、

林
業
経
営
者
と
を
繋
ぐ
『
森
林
経
営
管

理
制
度
』
が
始
ま
っ
て
い
る
。

 

市
民
へ
の
意
識
醸
成
と
周
知
は
？

 

森
林
は
、
環
境
保
全
や
防
災
、
水
の

浄
化
な
ど
様
々
な
働
き
が
あ
り
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
農
林
水
産
課
の
窓
口
、
市
の

施
設
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
設
置
、
ポ
ス
タ

ー
掲
示
を
し
て
い
る
。

  
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　
　
　
　
　
　

  

５
類
移
行
に
つ
い
て

 

５
類
感
染
症
移
行
後
の
考
え
方
は
？

 

こ
れ
ま
で
の
『
法
律
に
基
づ
き
行
政

が
要
請
・
関
与
し
て
い
く
仕
組
み
』
か

ら
『
個
人
の
選
択
を
尊
重
し
た
取
り
組

み
』
へ
大
き
く
変
わ
る
も
の
で
あ
る
。

マ
ス
ク
の
着
用
は
個
人
の
主
体
的
な
判

断
に
委
ね
る
こ
と
が
基
本
。

 

重
症
化
リ
ス
ク
は
？

 

重
症
化
割
合
は
年
齢
に
よ
っ
て
異
な

る
。
２
０
２
２
年
７
月
か
ら
８
月
診
断

で
、
重
症
化
は
50
歳

以
下
で
０
・
01
％
、

60
、70
代
で
０
・
26

％
、
80
代
以
上
で

１
・
86
％
と
な
っ

て
い
る
。

A Q
令
和
５
年
３
月
下
旬
に
、全
て
の
権
利
者
と
売
買
契
約
が
締
結
。ラ
ラ
オ
カ

ヤ
の
権
利
の一本
化
の
目
途
が
つ
き
大
き
な
節
目
を
迎
え
た
。

ラ
ラ
オ
カ
ヤ
と
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

秋山　良治

速やかな改善で将来
のメリットを！

解体が決まったララオカヤ
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社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、

地
域
福
祉
計
画
を
推
進
す
る
上
で
の
課
題

は
。 

地
域
の
担
い
手
の
育
成
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

　

地
域
の
福
祉
活
動
は
、
地
域
の
住
民

が
主
体
的
に
参
加
協
力
し
あ
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
地
域
社
会
の
高
齢
化
の
進
展
や

若
手
人
材
の
不
足
な
ど
、
地
域
の
担
い

手
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

 

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
は
。

 

岡
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
岡
谷

市
の
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
核
と
な
る

組
織
で
あ
り
、
市
と
役
割
分
担
を
行
い
、

各
種
福
祉
施
策
を
進
め
、
地
域
に
お
け

る
生
活
課
題
を
把
握
し
支
援
を
行
う
た

め
区
、
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
児

童
委
員
協
議
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、
各
種

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

 

市
と
各
区
と
の
連
携
は
。

 

岡
谷
市
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
を
活
用
し
、
地
域
で
の
支
え
あ
い
の
必

要
性
や
仕
組
み
づ
く
り
へ
の
理
解
・
関
心

を
深
め
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

　

地
区
に
は
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い

る
方
が
暮
ら
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
地

域
に
お
け
る
身
近
な
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
各
区
に
地
域
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

こ
の
地
域
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、

各
区
の
実
情
に
合
わ
せ
、
地
域
住
民
が

主
体
と
な
り
様
々
な
支
え
あ
い
の
取
り

組
み
が
行
わ
れ
、
地
域
ご
と
に
そ
れ
ぞ

れ
長
い
歴
史
や
伝
統
を
継
承
し
、
独
自

の
運
営
方
針
に
基
づ
き
、
特
色
あ
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
形
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

さ
ら
な
る
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
区
と

連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

 

一
人
一
台
端
末
の
持
ち
帰
り
等
の
活

用
状
況
は
？

 

コ
ロ
ナ
禍
で
出
席
停
止
措
置
の
期
間

の
児
童
生
徒
の
学
び
を
保
障
す
る
た
め
、

一
人
一
台
端
末
を
自
宅
へ
持
ち
帰
れ
る

よ
う
全
小
中
学
校
で
持
ち
帰
り
訓
練
を

実
施
し
た
。
昨
年
度
は
本
人
や
家
族
の

感
染
、
濃
厚
接
触
者
に
な
り
一
定
期
間

出
席
で
き
な
い
場
合
に
貸
し
出
す
事
例

も
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
長
期
欠
席
の
児

童
生
徒
が
自
宅
学
習
に
必
要
な
場
合
は
、

保
護
者
と
相
談
の
上
、
端
末
を
貸
し
出

す
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

 

端
末
の
破
損
等
の
ト
ラ
ブ
ル
は
？

 

昨
年
度
は
２
４
２
件
の
故
障
等
の
報

告
が
あ
り
、
自
然
故
障
等
に
よ
る
メ
ー

カ
ー
保
証
対
応
が
41
件
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
や
接
続
の
不
具
合
で
の
修
理
対
応
が

57
件
、
落
下
等
に
よ
る
破
損
が
１
４
４

件
。
昨
年
度
、
落
下
破
損
を
防
ぐ
保
護

ケ
ー
ス
を
購
入
し
た
が
、
学
校
で
の
活

用
量
が
増
え
故
障
や
破
損
に
つ
い
て
も

一
昨
年
度
に
比
べ
増
加
し
て
い
る
。

 

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
生
成
Ａ
Ｉ
の

子
ど
も
へ
の
影
響
の
お
考
え
は
？

 

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
は
じ
め
と
し

た
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
が

生
ま
れ
る
中
、
新
た
な
ト
ラ
ブ
ル
等
も

発
生
し
て
い
る
。
学
校
現
場
で
の
利
用

は
、慎
重
な
対
応
が
必
要
で
あ
り
、現
在
、

文
部
科
学
省
に
お
い
て
生
成
Ａ
Ｉ
の
学

校
現
場
で
の
利
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
策
定
し
公
表
す
る
予
定
と
伺
っ

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
調
べ
学
習
に

お
い
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て

は
正
し
い
利
用
が
で
き
れ
ば
便
利
か
も

し
れ
な
い
が
、
深
く
考
え
を
掘
り
下
げ

自
分
で
最
適
解
を
探
る
思
考
力
や
判
断

力
、
読
解
力
の
育
成
に
ど
の
よ
う
な
影

響
が
あ
る
か
憂
慮
し
て
い
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
今
後
、
国
か
ら
示
さ
れ
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
注
視
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
る
。

A Q
小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
と
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
現
状
は
？

多
様
な
団
体
が
連
携
し
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。

地
域
福
祉
計
画
の
推
進
は
？

様
々
な
場
面
で
適
切
か
つ
効
果
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

吉田　　浩

花岡健一郎

地域福祉計画の推進

一人一台端末の活用には様々な可能性
があります。
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令
和
５
年
度
新
体
制

一
般
質
問

６
月
定
例
会

一
般
質
問

特　
　

集

 

選
挙
公
営
制
度
の
経
緯
と
今
後
は
？

 

選
挙
運
動
用
の
車
の
使
用
、
ビ
ラ
・

ポ
ス
タ
ー
作
成
に
つ
い
て
実
施
し
て
い

な
い
。
平
成
４
年
、
平
成
19
年
、
平
成

29
年
に
法
改
正
が
あ
り
、
県
内
他
市
で

条
例
を
制
定
し
て
選
挙
公
営
を
実
施
。

現
在
、
未
実
施
は
県
内
19
市
中
、
岡
谷

市
の
み
。
４
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
の

結
果
を
踏
ま
え
、
６・
７
月
に
か
け
て
民

意
を
聞
く
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
４

年
６
月
に
市
議
会
か
ら
要
望
書
が
提
出

さ
れ
、
実
施
の
可
否
を
検
討
中
、
令
和

６
年
２
月
頃
ま
で
に
結
論
を
出
し
た
い
。

  

防
災
対
策
と
地
域
防
災
力
の
向
上

 
防
災
士
資
格
の
取
得
費
用
助
成
は
？

 
助
成
は
、
諏
訪
地
域
６
市
町
村
で

岡
谷
市
の
み
行
な
っ
て
い
な
い
。
岡
谷

市
で
自
主
防
災
連
絡
協
議
会
を
設
置
し
、

各
区
で
自
主
防
災
組
織
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
役
員
が
防
災
に
関
す
る
資

格
を
有
す
る
こ
と
は
、
組
織
の
強
化
を

図
る
上
で
効
果
的
で
あ
り
、
防
災
に
対

す
る
意
識
の
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

災
害
時
の
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
は
？

 

周
知
に
努
め
て
お
り
、
同
行
避
難
訓

練
も
実
施
。
同
室
避
難
の
体
制
は
無
し
。

  

物
価
高
に
対
す
る
追
加
対
策

 

岡
谷
市
と
し
て
の
対
策
は
？

 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
検
討
し
て

い
る
。
国
や
県
の
支
援
策
と
連
動
し
た

取
組
も
必
要
。
動
向
を
注
視
し
対
応
。

  

社
会
的
孤
立
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み

 

岡
谷
市
と
し
て
の
取
り
組
み
は
？

 

孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
の
成
立
も

受
け
、
安
否
確
認
、
見
守
り
体
制
や
相

談
支
援
の
充
実
等
の
取
り
組
み
に
注
力
。

  

通
学
路
の
交
通
安
全
対
策

 

岡
谷
市
と
し
て
の
安
全
対
策
は
？

 

通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

る
対
策
と
共
に
、

他
の
危
険
箇
所
へ

の
対
策
、
見
守
り

活
動
等
に
よ
り
対

応
。

宇野　香二

A Q
令
和
4
年
度
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
、小
学
校
が
36
名
、中
学
校
が
62
名

の
計
98
名
と
な
り
、過
去
5
年
間
で
最
も
多
い
年
よ
り
更
に
増
加
し
て
い
る
。

岡
谷
市
の
不
登
校
児
童
生
徒
の
現
状
は
？

 

学
校
に
馴
染
め
な
い
小
1
プ
ロ
ブ
レ

ム
や
中
1
ギ
ャ
プ
の
状
況
は
？

 

不
登
校
の
児
童
生
徒
が
5
日
以
上
欠

席
し
た
最
初
の
学
年
は
、
小
学
校
1
年

生
が
1
番
多
か
っ
た
。
接
続
期
を
円
滑

に
つ
な
ぐ
「
お
か
や
絹
結
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
各
園
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

自
宅
等
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
た
学
習
の

指
導
要
録
上
出
席
扱
い
の
状
況
は
？

 

件
数
は
若
干
で
あ
る
が
パ
ソ
コ
ン
等

を
使
用
し
た
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る

場
合
は
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
出
席
扱

い
と
し
て
の
運
用
を
行
っ
て
い
る
。

 

現
在
の
学
校
満
足
度
の
状
況
は
？

 

小
学
校
は
86
・
６
％
、
中
学
校
は

87
・
6
％
で
あ
り
増
加
し
て
い
る
。
学

校
に
行
く
の
が
と
て
も
楽
し
い
と
思
っ

て
貰
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

国
の
不
登
校
の
総
合
対
策
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
は
？

 

中
間
教
室
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
教
室

は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
じ
た
授
業
へ
の
参

加
や
テ
ス
ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

成
績
評
価
は
学
習
の
進
度
を
的
確
に
把

握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
本
人
や
保

護
者
へ
の
丁
寧
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

  

帯た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

状
疱
疹
の
予
防

 

帯た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

助
成
の
考
え
は
？

 
国
で
公
費
負
担
の
あ
る
定
期
接
種

化
に
向
け
た
検
討
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

市
と
し
て
も
全
国
的
な
対
応
が
必
要
と

考
え
て
お
り
、
今
後
の
国
・
県
の
動
向

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

  

第
５
次
岡
谷
市
総
合
計
画
 

後
期
基
本
計
画
に
対
す
る
考
え
は
？

 

展
望
人
口
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
。

社
会
情
勢
の
変
化
や
市
民
意
見
を
踏
ま

え
、「
移
住
・
定
住
に
関
す
る
取
組
」「
地

球
温
暖
化
防
止
対
策
に
関
す
る
取
組
」

な
ど
を
後
期
基
本
計
画
の
中
に
追
加
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

A Q
期
日
前
投
票
所
の
増
設
や
啓
発
活
動
で
投
票
を
促
し
て
い
る
。４
月
の
市
議

会
議
員
選
挙
で
定
数
割
れ
の
要
因
は
、選
挙
公
営
の
有
無
も一因
で
あ
る
可

能
性
も
あ
り
、実
施
の
可
否
を
検
討
し
て
い
る
。

投
票
率
の
向
上
対
策
と
選
挙
公
営
の
実
施
は
？

渡辺　太郎

未来ある子ども達を応援！

通学路いつも気をつけて！



岡 谷 市 の 関 心 事 は ？
レイクウォークでアンケート特 集

小口 代美子さん【70歳以上】
くらし・経済にシール
「物価高、光熱費の高騰が続いている。
　どうにかならないか。」（年金暮らし　一人暮らし）

「介護関係の仕事をしたり、夫の介護もしてきた。　
　娘も福祉関係で働いているが、大変な職業だ。」

「広報おかや」を見ている方だが、新蚕糸公園はなんの情報も伝わらないまま出来てしまった印象です。利用
法を考えてから作るのが筋だし、樹木を極端に減らしてしまったために日陰もなく、使いにくい公園になって
しまった。進め方が時代に逆行している。議会もしっかり機能を果たしてほしいと思います。

匿名希望Aさん【30代】

コロナ後の関心事は？

選　挙

まちづくり

くらし・経済

福祉・健康

合　計

8
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9
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30

13

65

75

54

207

10～20代 30～40代 50～60代　70代以上 合  計

選　挙

まちづくり

くらし・経済

福祉・健康

（人）
0　　 5　 10 15 20 25 30  　  

10～20代
30～40代
50～60代
70代以上

清水 雅矢さん 【10代】（左）
まちづくりにシール
「イルフプラザや図書館で勉強しているが席が少な
いのが残念。立ち寄りやすいお店も増えてほしい。」

佐藤 流星さん【10代】
まちづくりにシール
「ララオカヤを中心としたまちづくりが高校生にも優
しく、楽しい空間になってほしい。」

岡谷市議会（議会広報広聴委員会）では、７月８日（土）市内ショッピングセンターで、岡谷市の関心事についてアンケートを実施しました。

選挙
まち
づくり くらし・

経済

福祉・
健康

福祉・健康にシール

「健康が一番気になる。「元気で長生き」どうすればいいか。」

「蚕糸公園に木がないのはどういうことか？残念に思う。」

「湖があってぐるりと回れるのはここ諏訪湖だけである。」

中原 みづほさん【70歳以上】

●仕事、教育、防災・環境といった「くらし・経済」が最も多くなった。

●９月には市長選、市議選がありますが、選挙への関心は今回のアンケートでは低めでした。

●１０代から２０代の若い方からの意見もいただくことができた。

集計結果

１位：くらし・経済
２位：まちづくり

３位：福祉・健康
４位：選挙

アンケートをもとに議会としての活動を活発化いたします。

207名の方から貴重な
ご意見をいただきました。

ご協力誠に
ありがとうございました。

ご協力誠に
ありがとうございました。シルキーバスの運行

産科のドクター
イベントに頼らない活性化

蚕糸公園の
木がない。

駅周辺のまちづ
くり

中央通りの活性化

議会のひろば 8
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法を考えてから作るのが筋だし、樹木を極端に減らしてしまったために日陰もなく、使いにくい公園になって
しまった。進め方が時代に逆行している。議会もしっかり機能を果たしてほしいと思います。

匿名希望Aさん【30代】

コロナ後の関心事は？

選　挙

まちづくり

くらし・経済

福祉・健康

合　計

8

27

30

12

77

1

17

9

14

41

1

12

25

21

59

3

9

11

7

30

13

65

75

54

207

10～20代 30～40代 50～60代　70代以上 合  計

選　挙

まちづくり

くらし・経済

福祉・健康

（人）
0　　 5　 10 15 20 25 30  　  

10～20代
30～40代
50～60代
70代以上

清水 雅矢さん 【10代】（左）
まちづくりにシール
「イルフプラザや図書館で勉強しているが席が少な
いのが残念。立ち寄りやすいお店も増えてほしい。」

佐藤 流星さん【10代】
まちづくりにシール
「ララオカヤを中心としたまちづくりが高校生にも優
しく、楽しい空間になってほしい。」

岡谷市議会（議会広報広聴委員会）では、７月８日（土）市内ショッピングセンターで、岡谷市の関心事についてアンケートを実施しました。

選挙
まち
づくり くらし・

経済

福祉・
健康

福祉・健康にシール

「健康が一番気になる。「元気で長生き」どうすればいいか。」

「蚕糸公園に木がないのはどういうことか？残念に思う。」

「湖があってぐるりと回れるのはここ諏訪湖だけである。」

中原 みづほさん【70歳以上】

●仕事、教育、防災・環境といった「くらし・経済」が最も多くなった。

●９月には市長選、市議選がありますが、選挙への関心は今回のアンケートでは低めでした。

●１０代から２０代の若い方からの意見もいただくことができた。

集計結果

１位：くらし・経済
２位：まちづくり

３位：福祉・健康
４位：選挙

アンケートをもとに議会としての活動を活発化いたします。

207名の方から貴重な
ご意見をいただきました。

ご協力誠に
ありがとうございました。

ご協力誠に
ありがとうございました。シルキーバスの運行

産科のドクター
イベントに頼らない活性化

蚕糸公園の
木がない。

駅周辺のまちづ
くり

中央通りの活性化

議会のひろば9
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般
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問
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集
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「
食
育
」
と
い
う
観
点
か
ら
の
学
校

給
食
の
考
え
方
は
？

 

食
育
と
し
て
重
要
と
考
え
る
。

 

食
育
と
い
う
点
か
ら
も
無
料
化
が
必

要
で
は
な
い
か
。
給
食
費
を
無
料
に
し

た
場
合
の
財
政
負
担
額
は
？

 

概
算
で
年
間
約
２
億
円
を
超
え
る
一

般
財
源
が
必
要
と
な
る
。
他
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
も
影
響
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

市
単
独
で
の
実
施
は
困
難
。

  

３
歳
未
満
児
の
保
育
料
軽
減
策
を

 

３
歳
未
満
児
の
人
数
と
保
育
利
用
者

数
の
割
合
は
？　

 

Ｒ
３
年
が
28
・
４
％
、
Ｒ
４
年
37
・

３
％
、
Ｒ
５
年
35
・
３
％
で
、
人
数
は

３
０
０
人
程
と
な
っ
て
お
り
増
加
傾
向
。

 

女
性
が
働
き
続
け
る
為
に
も
保
育
料

軽
減
は
必
要
。
保
育
料
の
最
高
額
は
？

 

６
～
７
万
円
と
な
る
が
、
こ
れ
を
軽

減
す
る
と
利
用
が
促
進
さ
れ
、
保
育
士

の
負
担
増
や
施
設
等
の
整
備
が
必
要
で
、

国
の
動
向
を
み
て
い
き
た
い
。

  

公
共
交
通
の
利
用
改
善
策
を

 

利
用
状
況
と
改
善
策
は
？

 

シ
ル
キ
ー
バ
ス
は
Ｒ
４
年
、
１
便
当

た
り
利
用
者
６・
９
人
。「
お
で
か
け
パ

ス
」
や
時
刻
表
改
訂
等
改
善
。
ふ
く
し

～
は
、
１
日
当
た
り
54
・
６
人
、
免
許

証
返
納
者
に
利
用
券
交
付
等
改
善
。

 

市
民
か
ら
の
要
望
を
多
く
聞
い
て
い

る
。
運
行
へ
の
今
後
の
改
善
策
は
？

 

シ
ル
キ
ー
バ
ス
は
、
現
行
路
線
を
基

本
に
市
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
対
応

し
て
い
く
。
ふ
く
し
～
は
、
高
齢
者
の

増
加
に
も
持
続
可
能
な
交
通
手
段
と
し

て
検
討
、
展
開
し
て
い
き
た
い
。

A Q

上田　澄子

 

学
校
で
の
議
会
教
育
の
現
状
と
今
後

 

小
中
学
校
で
は
学
習
指
導
要
領
に
基

づ
き
社
会
科
や
特
別
活
動
で
議
会
見
学

や
模
擬
議
会
を
通
じ
て
、
そ
の
仕
組
を

学
ん
で
お
り
、
実
践
的
な
取
り
組
み
に
よ

る
学
習
の
中
で
地
方
議
会
（
市
議
会
）
に

関
す
る
知
識
の
習
得
を
目
指
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
政
治
的
中
立
を
担
保
し
つ

つ
、
議
員
や
市
議
会
側
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的
な
取
り
組
み

を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
感

じ
て
い
る
。

  

消
防
団
の
現
状
と
今
後
の
あ
り
方

 

消
防
団
の
現
状
・
活
動
状
況
と
課
題

 

団
員
の
充
足
率
は
、
4
月
1
日
現

在
、
定
数
５
４
９
名
に
対
し
て
77・6
％
。

昨
年
度
は
、
火
災
・
水
害
出
動
11
件
、

演
習
訓
練
、
広
報
活
動
、
捜
索
、
特
別

警
戒
等
で
計
３
７
４
件
の
出
動
が
あ
り
、

の
べ
６
３
８
２
人
が
出
動
し
活
動
し
た
。

現
在
、
団
員
の
確
保
が
最
重
要
課
題
で
、

車
両
の
更
新
、
技
能
講
習
会
、
資
格
取

得
等
に
よ
り
団
員
確
保
に
努
め
て
い
る
。

A Q
小
中
学
校
の
議
会
教
育
に
関
し
て
？

魅
力
と
活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進
プ
ラ
ン
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
位
置
付
け
。

中島　秀明

給
食
費
無
料
化
が
実
現
す
れ
ば
、子
育
て
世
代
に
対
す
る
大
き
な
支
援
と

な
る
が
、多
額
の
財
源
を
必
要
と
す
る
た
め
実
施
は
困
難
と
考
え
る
。現

在
、物
価
高
騰
分
は
公
費
負
担
を
し
て
い
る
。

少
子
化
対
策
に
も
な
る
学
校
給
食
費
無
料
化
の
実
現
は
？

　

ま
た
、
根
幹
的
な
方
針
の
決
定
や
課

題
解
決
に
は
、
正
副
団
長
と
分
団
長
と

の
岡
谷
市
消
防
会
議
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
が
、
必
要
に
よ
り
岡
谷
市
消
防
協

会
と
も
連
携
し
て
協
議
し
て
い
る
。

  

消
防
操
法
大
会
の
現
状
と
課
題

 

大
会
の
開
催
状
況
と
今
後
の
対
応

 

消
防
操
法
大
会
は
コ
ロ
ナ
禍
で
4
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
ポ
ン
プ
車
操
法
に

九
分
団
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
に
三
分
団

が
出
場
し
、
消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
も
併
せ

て
実
施
。
今
回
、
各
分
団
の
実
情
を
考

慮
し
た
た
め
に
出
場
分
団
数
が
減
少
し

た
が
、
消
防
団
員
の
訓
練
不
足
に
よ
る

技
術
力
低
下
を
補
う
た
め
に
消
防
団
内

の
活
性
化
委
員
会
等
で
技
術
力
の
向
上

に
向
け
た
対
応
策
を
検
討
し
て
い
く
。

消防ポンプ操法大会

充実が期待される公共交通
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A Q 

ひ
も
付
け
さ
れ
て
い
る
も
の
は
？

 

税
情
報
や
社
会
保
障
に
関
す
る
情
報

が
あ
る
。
本
人
同
意
の
も
と
利
用
で
き

る
仕
組
み
で
あ
る
。
任
意
に
よ
り
、
健

康
保
険
証
や
公
金
受
取
口
座
に
結
び
付

け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

 

市
内
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
は
？

 

コ
ン
ビ
ニ
証
明
書
交
付
や
マ
イ
ナ
保

険
証
、公
金
受
取
口
座
な
ど
の
報
告
が
さ

れ
て
い
る
が
、市
内
で
の
相
談
等
は
な
い
。

 

マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
で
き
る
医
療

機
関
は
？

 

医
科
18
、
歯
科
24
、
薬
局
19
。
全
体

の
約
７
割
で
利
用
で
き
る
。

 

マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
で
き
な
い
人

へ
の
対
応
は
？

 「
資
格
確
認
書
」
を
提
供
す
る
。
紙
の

保
険
証
は
廃
止
後
、
１
年
間
は
有
効
に
す

る
経
過
措
置
を
設
け
る
と
さ
れ
て
い
る
。

【
要
望
】
保
険
証
の
無
い
人
が
多
数
で
る

危
険
あ
り
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の
廃
止
を
。

  

横
河
川
の
桜
並
木

 

横
河
川
の
桜
並
木
の
保
存
・
管
理
は
？

 

桜
自
体
は
地
元
区
の
所
有
で
あ
る
。

地
元
区
か
ら
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
の

進
行
な
ど
に
よ
り
、
地
域
活
動
の
担
い

手
不
足
の
課
題
を
伺
っ
て
い
る
。
貴
重

な
観
光
資
源
で
あ
り
、
緑
化
推
進
の
観

点
か
ら
も
今
後
の
管
理
の
あ
り
方
な
ど

地
元
区
の
意
見
や
意
向
の
把
握
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
。

【
要
望
】
地
元
区
に
よ
り
そ
う
支
援
を
。

  

生
理
の
貧
困

 

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品

の
配
置
は
？

 

衛
生
面
や
管
理
面
、
心
無
い
い
た
ず

ら
や
他
の
子
ど
も
た
ち
に
知
ら
れ
て
し

ま
う
心
配
な
ど
が
あ
り
、
保
健
室
に
常
備

し
な
が
ら
、養
護
教
諭
か
ら
渡
し
て
い
る
。

【
要
望
】
生
理
用
品
の
あ
る
ト
イ
レ
を
。

０
歳
～
９
歳
56・１
％　
10
、20
歳
代
68・６
％　

　
　
　
30
、40
歳
代
66・２
％　
50
、60
歳
代
73・６
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
70
歳
以
上
75・１
％　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は
？

早出すみ子

 

区
に
加
入
し
て
い
な
い
と
配
布
さ
れ

な
い
の
で
は
？

 

選
管
に
連
絡
が
あ
れ
ば
郵
送
で
対

応
。
各
区
や
３
支
所
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
及
び
市
役
所
１
階
に
も
設
置
。

【
要
望
】
郵
送
で
は
間
に
合
わ
な
い
可
能

性
が
あ
る
し
、
そ
も
そ
も
配
布
さ
れ
る

の
が
住
民
の
権
利
な
の
で
よ
り
よ
い
方

法
を
考
え
て
ほ
し
い
。

  

市
の
災
害
情
報
発
信

 

岡
谷
市
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
に
つ

い
て
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
も
災
害
情
報
を
発

信
し
て
は
ど
う
か
？

 

災
害
避
難
等
の
情
報
は
迅
速
か
つ
的

確
な
避
難
行
動
に
つ
な
が
る
こ
と
が
大

事
。「
メ
ー
ル
配
信
＠
お
か
や
」、
ラ
イ

ン
で
「
岡
谷
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
を
昨

年
８
月
か
ら
運
用
。

【
要
望
】
市
民
有
志
に
よ
る
災
害
情
報

の
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
も
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が

１
０
０
０
以
上
あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ

た
需
要
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

  

生
活
困
窮
者
向
け
フ
ー
ド
バ
ン
ク

 

市
民
の
困
窮
時
用
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク

は
炭
水
化
物
に
偏
重
し
て
い
な
い
か
？

 

昨
年
「
長
野
県
フ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
、
野
菜
や
卵
な

ど
の
生
鮮
食
品
が
個
別
配
送
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

  
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

 
５
類
移
行
後
の
診
療
の
対
応
は
？

 
岡
谷
市
民
病
院
は
、
移
行
前
と
同
様

の
診
療
体
制
。
軽
症
者
に
は
自
宅
療
養

の
検
討
を
お
願
い
。

 

軽
症
者
と
は
ど
の
程
度
の
症
状
？

 

１
日
程
度
で
お
さ
ま
る
自
覚
症
状
。

 

岡
谷
市
内
の
市
民
病
院
以
外
の
医
療

機
関
の
対
応
状
況
の
周
知
方
法
は
？

 

長
野
県
の
「
長
野
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
総
合
サ
イ
ト
」
で
周
知
。

酒井　和彦

　
　

令
和
５
年
度
新
体
制

一
般
質
問

６
月
定
例
会

一
般
質
問

特　
　

集

さくら花幾春にかけて横河川

抗原検査簡易キット

A Q
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
区
と
隣
組
を
経
由
し
て
各
世
帯
に
配
布
し
て

い
る
。

選
挙
公
報
の
配
布
方
法
は
？
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A Q

 

近
年
の
健
康
志
向
も
あ
り
湖
畔
公
園

で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
等
を
楽
し
む
市
民
も
増

加
し
て
い
る
が
、
冬
期
の
朝
は
暗
い
が

照
明
灯
の
増
設
、
改
良
の
考
え
は
？

 

照
明
灯
に
つ
い
て
は
防
犯
面
や
安
全

に
利
用
す
る
為
に
必
要
な
設
備
で
、
現

場
や
利
用
状
況
を
確
認
し
、
設
置
場
所

や
設
置
数
、
照
度
な
ど
を
検
討
す
る
。

  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
観
光

 

岡
谷
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

「
旅
た
び
お
か
や
」
で
は
、
季
節
の
花
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

て
い
る
が
、
企
画
や
運
営
は
？

 

企
画
や
運
営
は
岡
谷
市
観
光
協
会
が

行
っ
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
観
光

施
設
、
土
産
品
の
紹
介
、
飲
食
店
の
案

内
等
を
発
信
。
ま
た
、
近
年
は
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
を

活
用
し
て
情
報
提
供
す
る
。

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

団
体
旅
行
か
ら
個
人
旅
行
が
主
流
に
な
っ

た
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
の
改
良
は
？

 

「
く
ら
し
マ
ッ
プ
お
か
や
」
を
活
用

し
て
「
お
か
や
観
光
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
」

を
作
成
し
、
観
光
客
の
利
便
性
の
向
上

を
図
っ
た
。

　

目
的
別
に
観
光
情
報
が
検
索
で
き
、

施
設
名
を
選
択
す
る
と
紹
介
が
閲
覧
で

き
る
。
ま
た
、
団
体
旅
行
や
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
も
回
復
傾
向
で
、
内
容
を
見
直
し

Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

 

モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
増
や
し
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
れ
ば
、
観
光
客
の
利
便

性
向
上
に
繋
が
る
と
思
う
が
考
え
は
？

 「
あ
る
く
」
で
は
５
コ
ー
ス
、「
自
動

車
」
で
は
２
コ
ー
ス
、「
自
転
車
」
で
は

３
コ
ー
ス
を
用
意
し
、
ル
ー
ト
や
所
要

時
間
を
掲
載
し
、
動
画
に
よ
る
楽
し
さ

も
伝
え
て
い
る
が
市
内
を
観
光
で
き
る

魅
力
あ
る
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
創
出
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

山崎　　仁

諏
訪
湖
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
概
要
は
？

諏
訪
湖
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、令
和
６
年
４
月
に
開
設
す
る
予
定
の
諏
訪

湖
の
環
境
改
善
や
県
内
河
川・湖
沼
等
の
水
環
境
の
保
全
に
向
け
た
課
題
解

決
の
調
査
研
究
機
関
で
、県
有
施
設
で
す
が
、連
携
協
力
し
て
進
め
た
い
。

 

学
び
の
場
と
し
て
活
用
は
？

 

セ
ン
タ
ー
は
、
情
報
発
信
・
学
び
・

連
携
の
機
能
と
し
て
「
学
び
の
ス
ペ
ー

ス
」
を
掲
げ
て
い
る
。
小
中
学
校
が
行

う
環
境
学
習
や
調
査
デ
ー
タ
の
提
供
が

期
待
さ
れ
る
。
県
に
働
き
か
け
を
行
う
。

  

市
立
小
中
学
校
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

 

小
中
学
校
の
実
態
は
？

 

昇
降
口
や
廊
下
に
ス
ロ
ー
プ
の
設
置

や
障
が
い
者
対
応
の
ト
イ
レ
の
設
置
を

行
っ
て
い
る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
岡

谷
東
部
中
学
校
に
整
備
済
み
、
本
年
度

中
に
岡
谷
田
中
小
学
校
に
整
備
予
定
。

 

避
難
所
と
し
て
学
校
の
状
況
は
？

 

各
校
の
防
災
倉
庫
に
は
避
難
時
に
必

要
と
な
る
シ
ー
ト
や
毛
布
な
ど
を
配
備

し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
は
経
費
が
か
か

る
が
、で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
進
め
て
行
く
。

 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
予
定
は
？

 

学
校
ご
と
に
施
設
の
状
況
が
違
う
の

で
、
大
規
模
改
修
事
業
な
ど
に
合
わ
せ
、

設
置
の
適
否
を
判
断
し
て
、
対
応
し
て

い
く
。

  

ひ
と
り
親
家
庭
の
現
状
と
支
援
施
策

 

岡
谷
市
と
し
て
の
取
り
組
み
は
？

 

岡
谷
市
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

を
支
給
し
、
修
行
期
間
に
給
付
す
る
岡

谷
市
高
等
職
業
訓
練
促
進
事
業
や
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た
就
労
相
談
を

実
施
し
て
い
る
。

 

ひ
と
り
親
の
利
用
促
進
は
？

 

ひ
と
り
親
の
新
規
申
請
時
制
度
に
つ

い
て
案
内
す
る
。
毎
年
行
わ
れ
る
児
童

扶
養
手
当
の
現
状
届
の
提
出
の
際
、
福

祉
制
度
事
業
一
覧
を
配
布
し
て
い
る
。

ま
た
、
個
別
相
談
で
も
案
内
し
て
い
る
。

 

児
童
の
心
を
支
え
る
支
援
は
？

 

学
校
、
保
育
園
等
関
係
機
関
、
関
係

部
署
等
の
連
携
、
家
庭
児
童
相
談
員
、
臨

床
心
理
士
な
ど
の
専
門
的
な
支
援
。
地

域
で
は
、
民
生
児
童
委
員
が
声
掛
け
見

守
り
を
行
い
身
近
な
援
助
を
し
て
い
る
。

土橋　　学

県
及
び
２
市
１
町
で
整
備
を
進
め
、岡
谷
市
の
区
域
は
塚
間
川
か
ら
釜
口
水
門

ま
で
の
区
間
を
実
施
。県
の
区
間
は
湊
湖
畔
公
園
か
ら
釜
口
水
門
ま
で
の
３
キ

ロ
の
整
備
を
残
し
、両
工
事
と
も
令
和
５
年
度
末
に
は
全
線
開
通
を
目
指
す
。

ジ
ョ
ギ
ン
グ
ロ
ー
ド
工
事
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
予
定
は
？

諏訪湖の環境を守る

湊湖畔公園の外燈
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障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
文
化
芸
術
の
提
供

 

カ
ノ
ラ
ホ
ー
ル
で
は
カ
ノ
ラ
ー
タ
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
カ
ノ
ラ
少
年
少
女
合

唱
団
が
要
望
に
応
じ
て
施
設
や
公
民
館

に
出
向
い
て
、
ホ
ー
ル
に
足
を
運
び
に
く

い
方
を
対
象
に
公
演
を
行
え
る
体
制
を

整
え
て
い
る
。
合
唱
団
は
介
護
施
設
に

お
い
て
定
期
的
な
演
奏
会
も
実
施
。
ま

た
、
シ
ル
キ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
コ
ン
サ
ー

ト
を
放
映
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
も
。

　

イ
ル
フ
童
画
館
は
要
望
等
が
あ
っ
た

際
は
、
希
望
者
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、

レ
プ
リ
カ
の
出
張
展
示
や
学
芸
員
に
よ

る
作
品
説
明
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
鑑
賞
等

の
対
応
が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　

美
術
考
古
館
で
は
学
芸
員
な
ど
に
よ

る
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。
事
前

に
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
、
可
能
な
範

囲
で
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
講
座
等
を
地
域

に
出
向
い
て
行
っ
て
い
る
。

　

情
報
発
信
な
ど
さ
ら
な
る
周
知
に
努

め
て
い
く
。

  

対
話
力
育
成
に
文
化
芸
術
は
有
効

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
の
現
状

 

子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
育
む
取
り
組
み
は
大
切
、
人
間

関
係
力
や
自
己
肯
定
感
の
向
上
を
目
的

に
ス
ク
ー
ル
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ス
キ
ル
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
授
業
に
取
り
入
れ
て

い
る
。
信
州
大
学
教
育
学
部
・
高
橋
史

准
教
授
を
講
師
に
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
や

ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
じ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
を
図
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
3
年
間
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。

 

長
野
県
「
ア
ー
ト
の
手
法
を
活
用
し

た
学
び
」
推
進
事
業
の
導
入
は
？

 

小
中
学
校
で
は
総
合
的
な
学
習
の
時

間
な
ど
を
使
い
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的

に
演
劇
や
ダ
ン
ス
等
の
表
現
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。「
ア
ー
ト
の
手
法
を
活
用
し

た
学
び
」
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
県
の
チ
ラ

シ
等
を
配
布
し
て
周
知
に
努
め
て
い
く
。

今井　浩一

「
障
が
い
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」に
鑑
み
、岡
谷

市
障
が
い
者
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、先
進
地
の
取
り
組
み
を
参
考
に
、関
係

部
署
と
連
携
し
て
積
極
的
に
取
り
組
み
を
推
進
。

「
障
が
い
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
」
推
進
計
画
の
策
定
予
定
は
？

託
し
て
実
施
。
市
へ
の
事
前
登
録
が
必

要
で
、
平
日
の
午
前
8
時
半
か
ら
夕
方

5
時
半
ま
で
利
用
で
き
る
。
感
染
症
の

陽
性
者
は
利
用
で
き
な
い
ル
ー
ル
。

  

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
へ
の
取
り
組
み

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
現
状
は
？

 

第
5
次
岡
谷
市
総
合
計
画
の
基
本
構

想
で
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の
推
進
」
を
掲

げ
て
お
り
、
今
後
も
国
の
動
向
を
見
据

え
て
必
要
な
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

 

新
病
院
建
設
時
の
起
債
額
は
？

 

64
億
２
５
９
０
万
円
余
で
、
5
年
間

の
据
え
置
き
期
間
を
経
て
、
令
和
3
年
度

末
ま
で
に
4
億
２
９
０
７
万
円
余
を
返
済

し
、
未
償
還
元
金
は
59
億
９
９
８
２
万
円

余
に
な
っ
て
い
る
。

 

起
債
の
返
済
原
資
は
何
か
？

 

病
院
事
業
の
起
債
は
借
入
額
の
25
％

が
地
方
交
付
税
と
し
て
岡
谷
市
に
措
置

さ
れ
る
仕
組
み
で
、
そ
の
地
方
交
付
税

を
基
と
し
た
一
般
会
計
負
担
金
と
病
院

の
診
療
に
よ
り
得
ら
れ
る
収
益
を
原
資

と
し
て
年
2
回
元
金
及
び
利
子
を
償
還

し
て
い
る
。

 

医
師
や
看
護
師
は
十
分
か
？

 

消
化
器
内
科
と
整
形
外
科
の
医
師
を

追
加
募
集
中
だ
が
、
看
護
師
、
医
療
技

術
員
、
事
務
員
な
ど
は
必
要
数
を
確
保

で
き
て
い
る
。
入
院
患
者
7
名
に
対
し

て
看
護
師
1
名
の
基
準
も
満
た
し
て
い

る
。 

病
児
・
病
後
児
保
育
の
現
状
は
？

 

市
内
の
民
間
医
療
機
関
に
事
業
を
委

藤森　　弘

健康長寿を支える砦

「岡谷市民病院」
　
　

令
和
５
年
度
新
体
制

一
般
質
問

６
月
定
例
会

一
般
質
問

特　
　

集

A Q
岡
谷
市
民
病
院
の
経
営
状
態
は
大
丈
夫
か
？

直
近
５
年
間
の
経
常
収
支
は
令
和
元
年
の
み
赤
字
で
他
は
黒
字
を
確
保
。

「アートの手法を活用
した学び」推進事業
パンフレット
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◆
議
案
第
48
号　
　
　
　
　
　
　
　
　

                   
 

令
和
５
年
度
岡
谷
市一般
会
計
補
正
予
算

 （
第
２
号
）

 

本
会
議
で
の
提
案
説
明
（
議
案
の
内
容
）              

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

事
業
費
、
指
定
寄
附
金
積
立
金
、
使
用

済
お
む
つ
自
園
処
分
事
業
、
中
央
町
駐

車
場
水
切
り
落
下
防
止
工
事
に
必
要
な

経
費
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
私
立
認

定
こ
ど
も
園
施
設
型
給
付
費
負
担
金
、

生
活
保
護
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料

を
追
加
す
る
ほ
か
、
長
野
県
の
地
域
少

子
化
対
策
重
点
推
進
交
付
金
及
び
、
地

域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
の
採
択
に
伴

う
、
財
源
更
正
を
行
う
も
の
で
、
総
額　

３
６
，
４
８
１
千
円
を
追
加
す
る
も
の
。

※
本
会
議
で
の
説
明
の
後
、
総
務
委
員

会
、
社
会
委
員
会
、
産
業
建
設
委
員

会
に
審
査
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

◆
社
会
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
及
び
市
側

　
の
答
弁
並
び
に
審
査
結
果

 

園
で
の
使
用
済
み
お
む
つ
処
理
の
内

容
は
？

 

従
来
は
、
園
で
夕
方
ま
で
保
管
し
保

護
者
に
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
い
て
い
た

が
、
国
よ
り
自
園
で
の
処
理
が
推
奨
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
自
園
処
理
と
し
た
。

　

お
む
つ
を
取
り
替
え
た
後
、
に
お
い

が
漏
れ
な
い
よ
う
、
蓋
つ
き
の
大
型
ご

み
箱
に
て
保
管
し
、
ご
み
の
収
集
日
に

合
わ
せ
処
分
を
す
る
。

【
要
望
】
に
お
い
対
策
や
感
染
症
対
策
な

ど
し
っ
か
り
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

 
生
活
保
護
シ
ス
テ
ム
の
改
修
の
要
因

と
な
っ
た
生
活
保
護
算
定
基
準
の
改
定

内
容
は
？

 

物
価
高
騰
な
ど
社
会
経
済
情
勢
を
勘

案
し
、
１
人
当
た
り
月
額
千
円
を
特
例

的
に
加
算
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

※
質
疑
の
後
、
討
論
採
決
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
で
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 

再
び
本
会
議
に
お
い
て
議
案
の
審
議

※
審
議
の
結
果
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

◆
議
案
第
50
号　
　
　
　
　
　
　
　
　

                   
 

令
和
５
年
度
岡
谷
市一般
会
計
補
正
予
算

 （
第
３
号
）

 

本
会
議
で
の
提
案
説
明
（
議
案
の
内
容
）

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
電
力
・
ガ
ス
・

食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
支

給
事
業
、
み
な
と
保
育
園
テ
ン
ト
屋
根
張

替
工
事
、
お
か
や
生
活
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
及
び
オ
カ
ヤ
ペ
イ
に
よ
る
生

活
応
援
事
業
に
必
要
な
経
費
を
計
上
す
る

と
と
も
に
、
物
価
高
騰
等
に
よ
り
不
足
が

生
じ
る
学
校
施
設
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業

を
追
加
す
る
も
の
で
、
総
額　

４
９
０
，

９
０
０
千
円
を
追
加
す
る
も
の
。

※
本
会
議
で
の
説
明
の
後
、
総
務
委
員

会
、
社
会
委
員
会
、
産
業
建
設
委
員

会
に
審
査
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

◆
総
務
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
及
び
市
側

　
の
答
弁
並
び
に
審
査
結
果

 

学
校
整
備
事
業
費
の
岡
谷
田
中
小

学
校
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
、

児
童
数
の
推
移
と
設
置
の
効
果
は
？

 

岡
谷
田
中
小
学
校
は
３
０
０
人
規
模

の
学
校
で
あ
る
が
、
ま
ち
の
中
心
部
に

あ
り
、
今
後
も
急
激
な
児
童
数
の
減
少

は
見
込
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、
市
内
小

学
校
で
は
初
め
て
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

設
置
と
な
る
た
め
、
学
校
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
観

点
か
ら
も
重
要
視
し
て
い
る
。

 

追
加
費
用
の
内
訳
は
？

 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
増
築
工
事
に
７
６
０
万
、

多
目
的
ト
イ
レ
整
備
工
事
に 　

万
円
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

◆
社
会
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
及
び
市
側

　
の
答
弁
並
び
に
審
査
結
果

 

み
な
と
保
育
園
の
改
修
工
事
の
内
容

は
？ 

み
な
と
保
育
園
に
設
置
さ
れ
て
い

る
テ
ン
ト
屋
根
に
つ
い
て
、
経
年
劣
化

に
よ
る
シ
ー
ト
の
破
損
が
生
じ
た
た
め
、

雪
害
な
ど
に
対
し
耐
久
性
の
あ
る
継
ぎ

目
の
な
い
シ
ー
ト
へ
張
替
え
工
事
を
、

運
動
会
開
催
前
の
９
月
中
旬
ま
で
に
完

了
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

令
和
5
年 

第
3
回
定
例
会

（
主
な
議
案
の
審
査
・
審
議
結
果
）

令
和
５
年
６
月
９
日
（
金
）
か
ら
22
日
（
木
）
ま
で
の
14
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
報
告
案

件
５
件
、
議
案
14
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
岡
谷
市
基
本
構
想
特
別
委
員
会
を
設

置
し
ま
し
た
。
主
な
審
査
・
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●令和５年 第3回定例会

エレベーターが設置される岡谷田中小学校
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令
和
５
年
度
新
体
制

一
般
質
問

６
月
定
例
会

一
般
質
問

特　
　

集

議案番号 件　名
報告第  ５号 専決処分の報告について(和解及び損害賠償の額の決定について)

報告第  ６号 専決処分の承認を求めることについて(岡谷市地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基
盤強化のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例)

報告第  ７号 専決処分の承認を求めることについて(岡谷市市税条例の一部を改正する条例)
報告第  ８号 専決処分の承認を求めることについて(岡谷市都市計画税条例の一部を改正する条例)
報告第  ９号 専決処分の承認を求めることについて(岡谷市国民健康保険税条例の一部を改正する条例)
報告第１０号 専決処分の承認を求めることについて(令和４年度岡谷市一般会計補正予算(第16号))
報告第１１号 専決処分の承認を求めることについて(令和４年度岡谷市病院事業会計補正予算(第６号))
報告第１２号 専決処分の承認を求めることについて(令和５年度岡谷市一般会計補正予算(第１号))
議案第３８号 岡谷市監査委員の選任について
議案第３９号 岡谷市監査委員の選任について
議案第４０号 岡谷市教育委員会教育長の任命について

議案番号 件　名 議案番号 件　名

報告第１３号 令和４年度岡谷市一般会計繰越明許費繰越計算書について 議案第４5号 岡谷市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例

報告第１４号 令和４年度岡谷市一般会計事故繰越し繰越計算書について 議案第４6号 岡谷市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例
報告第１５号 令和４年度岡谷市水道事業会計予算繰越計算書について 議案第４7号 岡谷市病院使用料及び手数料条例の一部を改正する条例
報告第１６号 令和４年度岡谷市下水道事業会計予算繰越計算書について 議案第４８号 令和５年度岡谷市一般会計補正予算（第２号）
報告第１７号 令和４年度岡谷市病院事業会計予算繰越計算書について 議案第４９号 令和５年度岡谷市下水道事業会計補正予算（第１号）
議案第４1号 岡谷市固定資産評価審査委員会委員の選任について 議案第５０号 令和５年度岡谷市一般会計補正予算（第３号）
議案第４2号 岡谷市農業委員会委員の任命について 議案第５１号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書
議案第４3号 岡谷市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 議案第５２号 さらなる少人数学級推進と、教育予算の増額を求める意見書
議案第４4号 岡谷市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 議案第５３号 へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すことを求める意見書

議案番号 件　名
今　
井
　
康　
善

秋　
山
　
良　
治

土　
橋
　　
学

花　
岡　
健
一
郎

山　
崎
　　　
仁

小　
松
　　　
壮

藤　
森
　　　
弘

宇　
野
　
香　
二

田　
村　
み
ど
り

酒　
井
　
和　
彦

上　
田
　
澄　
子

早　
出　
す
み
子

今　
井
　
浩　
一

渡　
辺
　
太　
郎

吉　
田
　　　
浩

中　
島
　
秀　
明　

笠　
原　
征
三
郎

議案第54号 改悪された出入国管理及び難民認定法の施行中止と撤回を求める意見書 議長 × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × ○

陳情番号 件　名 付託委員会 審査結果
陳情第1号 「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める陳情書 （産業建設委員会） 趣旨採択
陳情第３号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める陳情書 （総務委員会） 採択
陳情第４号 さらなる少人数学級推進と、教育予算の増額を求める陳情書 （総務委員会） 採択
陳情第５号 「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すこと」を長野県知事に求める陳情書 （総務委員会） 採択

◯令和５年第3回定例会（全会一致により可決された議案等）

◯令和５年 第３回定例会（賛否が分かれた議案等一覧）

◯令和5年 第3回定例会（陳情の審査結果）

◆
産
業
建
設
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
及
び

　
市
側
の
答
弁
並
び
に
審
査
結
果

 
お
か
や
生
活
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
及
び
オ
カ
ヤ
ペ
イ
に
よ
る
生
活

応
援
事
業
に
お
い
て
事
業
者
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
へ
の
影
響
は
？

 

商
品
券
は
概
ね
２
週
間
に
１
度
、
オ

カ
ヤ
ペ
イ
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は

月
末
締
め
の
翌
月
払
い
で
、
現
金
化
す

る
た
め
、
事
業
者
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

へ
の
大
き
な
影
響
は
な
い
。

 

購
入
引
換
券
を
簡
易
書
留
で
郵
送
す

る
の
か
。

 

確
実
に
す
べ
て
の
市
民
に
引
換
券
が

行
き
渡
り
、
多
く
の
市
民
の
方
に
購
入

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
簡
易
書
留
と
し
、

郵
送
代
と
し
て
前
回
の
約
３
０
０
万
円

と
比
較
し
て
１
，
２
０
０
万
円
増
の
約

１
，
５
０
０
万
円
を
予
算
計
上
し
て
い

る
。

※
質
疑
の
後
、
討
論
採
決
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
で
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 

再
び
本
会
議
に
お
い
て
議
案
の
審
議

※
審
議
の
結
果
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
編
集
後
記

　
4
月
に
岡
谷
市
議
会
議
員
選

挙
が
行
わ
れ
、
新
し
い
顔
ぶ
れ

で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
議
会
の
ひ
ろ
ば
」
を
作
成

す
る
広
報
広
聴
委
員
会
も
新
た

な
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
今
ま
で

以
上
に
読
み
や
す
く
、
そ
し
て

時
代
に
順
応
し
た
特
集
記
事
を

掲
載
す
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
内

容
を
変
更
し
な
が
ら
皆
様
に
目

を
通
し
て
い
た
だ
き
、
議
員
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
議
会
報
告
紙
と
な
る
よ
う
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
行
わ
れ
ま
し
た
選

挙
で
は
、
定
数
18
名
に
対
し
17

名
の
立
候
補
と
な
り
1
名
不
足

の
無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た

が
、
市
民
の
皆
様
の
為
に
一
生

懸
命
に
頑
張
っ
て
い
る
議
員
の

姿
を
し
っ
か
り
と
お
届
け
し
て

ま
い
り
ま
す
。

小
松　
壮

岡谷市基本構想特別委員会とは
　令和５年第３回定例会で設置されました岡谷市
基本構想特別委員会は、正副議長を除く全議員で
構成されます。
　岡谷市が進める第５次岡谷市総合計画（令和６
年度からの後期基本計画）について、計画策定の
段階から議会が計画内容を十分に理解し、市政全
般にわたる市民ニーズや課題を踏まえ岡谷市が進
むべき方向性を検証し、市民のための計画となる
よう市側へ意見・提案をしてまいります。

◯令和５年第2回臨時会（全会一致により可決された議案等）

ご意見・ご要望ご意見・ご要望
議会だよりについて、ご意見・ご
要望がございましたら、下記まで
お寄せください。

連絡先
岡谷市議会事務局

TEL23-4811（内線 1711）
FAX22-6213

メール
gikai@city.okaya.lg.jp
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旧庁舎：昭和 46 年 3 月

現在の議場

　岡谷市の前身である平野

村では、普通選挙による第１

回村会議員選挙（有権者

5,914 人）が昭和４年に初め

て行われました。昭和 11 年

４月１日、全国一の大村平野

村 よ り 一 躍 市 制（人 口

41,333 人）を施行し、新市と

しての市議会議員選挙は、 

昭和 11 年４月 26 日定数 30

名で行われ、市制施行後初の

市会議員が誕生しました。

　昭和 26 年３月には、議員

定数を４名減員して 26 名と

する減少条例がつくられま

したが、その後、昭和 30 年１

月には隣接湊村、同年２月に

は川岸村を合併し、議員定数

が 30 名となりました。

　昭和 32 年３月には、長地

村を合併し、議員定数が 36

名となりました。

　その後、何度か変遷を重ね

平成 17 年 12 月に（平成 17

年 12 月 20 日原案可決）議員

の定数を 18 人とする、議員

の定数に関する条例が議決

されました。

昭和 62 年２月新庁舎の完成により７

階・８階・９階が議会関係部分とな

りました。３月４日議場の開場式を行

い、以来新議場で審議をしています。

岡谷市議会の沿革

故きを温ねて新しきを知る

おかや議会だより「議会のひろば」で
は、市民の皆さまの活躍を追いかけて

います。掲載希望の方は電話かメールで議
会事務局までお問い合わせください。

※掲載については、ご希望に添えない場合もござい
　ますので、ご了承ください。
岡谷市議会は、議員が直接現場を取材することで、
岡谷市議会基本条例に基づく議会能力を発揮し、
市民福祉の向上及び姿勢の発展に寄与します。

募集

電 話：0266-23-4811（内線 1712）
Mail：gikai@city.okaya.lg.jp

議事堂は、昭和 40 年８月～昭和 62 年２月まで新庁舎前庭部分にありま

した。

議事堂：昭和 40 年 7 月

●委 員 長：小松 　壮 　●副委員長：早出 すみ子
●委 　 長：宇野 香二・今井 浩一 ・ 渡辺 太郎・吉田　 浩・山崎　 仁
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